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Snow and ice conditions are important evidence of climatic cahnge. It relates many environmental components of terrestrial 
conditions. Snow and  ice conditions are driving climatic system..GRENE Arctic Climate Change Research project plans pan-
Arctic observation on land and ocean. Snow cover is an important component of Arctic climate system as drive ice-albedo feed 
back, trasfer anomalies by hydrological process to other area and components. This presentation introduces research plans and 
their results. As the project is strongly expected to establish interdisciplinary colaborations and effective joints between 
observation and modelling studies. We would like to share idea to improve these reseach colaborations. 
 
2011年度よりグリーン・ネットワーク・オブ・エクセレンス(GRENE) 北極
気候変動研究プロジェクトが開始し，GRENE 北極気候変動研究プロジェクト
において、北極圏の積雪・氷河・氷床の研究が開始した。2012 年から2013 
年にかけて、グリーンランド、シベリア、アラスカ、スカンディナビアにお
ける観測と記録計設置、衛星観測などが実施されている。 
雪氷圏は北極圏の気候変動の影響として顕在化しやすいものであり、その
モニターを行なっている。氷河氷床の変動は水循環や、海水準変動に影響す
る。また雪氷圏は陸域の生態系変動などにも大きな影響を与える要素であり、
陸域研究との連携が望まれている。さらに雪氷圏は気候変動を起こしていく
要素として重要であり、モデル研究における改良された取り込みが期待され
ている。 
本発表では 2013 年までの観測活動の紹介と成果の概要、さらに特に今後プロ
ジェクトにおいて強化が必要とされている。雪氷圏の各分野から出てくる研究成
果と連携について紹介する。 GRENE北極研究気候変動における雪氷研究の
観測活動域 
Cryospheric study area of GRENE-Arctic project. 
